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本論文は社会地区分析の視点から各種の統計デー タとOLS分析やGWRといった空間

統計手法を駆使し、首都圏の子育て世帯について子育てと仕事が両立する条件および
、

その結果としての出生力の地域差の要因を明らかにすることを目指したものである。

その際の説明変数としてはいわゆる住環境、 住宅価格、保育施設、 母親の就業継続そ

して通勤条件を視野に、出生力の地域差を被説明変数としてその向上のための条件を

探るアプロ ーチを積み上げている。少子化問題が深刻化する中で出生力向上に向けて

の住環境の条件、ひいては効果的な政策的てこ入れの方向性を明らかにすることは時

宜にかなったテ ーマといえよう。

1 章では少子化の課題として地域ニー ズに即した対策の必要性を指摘し、 都心回帰

および職住近接の進展により首都圏においては地域ごとに居住者行動や居住環境が

細分化し、全体的傾向だけでは語れない地域事情を考慮した分析の積み上げの必要性

を主張している。
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